
表

*1981 ～ 2000 年を基準として、気温 +3℃を想定した場合。気温上昇による
収穫指数 [ 子実重 / 全重 ] の変化は、東北の日本海側と北陸の平野部で５％
程度の減少が予測された。

気温の上昇や降水量の変化は、大豆の収
量や品質への影響、および病害虫の増加
をもたらす可能性がある。

栽培技術による対応を行いながら、他品種の導入・転換を平行して行う。基本的な栽培技術の励行、特に多雨・
干ばつ等の条件下での管理方法の改善（排水・潅水対策等）や病害虫・雑草への対策を行いながら、環境変化に
対応した適品種の検討・段階的導入も進める。

土石流・地すべり等

現在の状況と将来予測
現在、一部の地域で夏季の高温による百粒重の減少や
高温乾燥条件が継続することによるさや数の減少、青
立ち株の発生等が報告されている。また病害虫（ダイ
ズ黒根腐病、ミナミアオカメムシ等）の分布域拡大や
外来雑草の定着等も確認されている。
将来、北海道の大豆栽培では気温上昇による収量の増
加が予測される一方、東日本では子実肥大期間と高温
時期が重なるため、減収が示唆されている。また、  
CO2 濃度上昇は光合成を促進させ子実重を増加させる
ことが示唆されている。

適応策

気温上昇による収穫指数の変化 *

出典：中野他（2018） 出典：農業・食品産業技術総合研究機構

6 ～ 8 月の平均気温 (℃)

大豆 農業・林業・水産業分野｜農業｜麦、大豆、飼料作物等

気候変動の影響と適応策

影響の要因

管理方法の改善

収量の減少、品質の低下

他品種の導入・品種開発 防除

病害虫の増加・外来雑草の定着

分類

影響

■排水対策
根圏の拡大を図り、水ストレス

（干ばつ）に強い大豆を作る

さや数の減少、青立ち株の発生へ
の対策

■開花期前後の畦間灌水

■診断ナビゲーションの活用

■産地に適した品種の導入
晩生品種の導入等

■品種開発
病害虫抵抗性品種等の開発

■病害虫の防除

■難防除雑草の防除
早期発見・早期対策が重要

収
量(kg/a)

○○○○ △△△△

暗渠
明渠

ほ場周辺の雑草防除

ほ場試験による新品種の評価

ユキホマレ

協力：農業・食品産業技術総合研究機構

2030 年代の気温を想定し
た場合、気温上昇により北
海道平均で 16% の増収が予
測された。

出典：北海道立総合研究機構（2014）

畦間・株間の除草剤処理

無人ヘリコプターによる
薬剤散布

国立環境研究所 気候変動適応センター 2022 年 4 月改訂



コスト

時期

所要期間 短期 短期短期（品種導入）/長期（品種開発）

低（品種導入）～高（品種開発）低（アプリの活用等）～高（排水施設の整備） 低（初期）～中（拡大期）

裏

【参考文献】唐澤敏彦他（2018）「水稲以外の作物における気候変動への土壌肥料的適応技術　3.　適応技術研究の現状：畑作物」https : / /www. j s tage . j s t .go . jp/a r t i c le /do jo/89/6/89_890615/_pdf / -char / ja  、環境省（2020）「気候変動影響評価報告書（詳細）」

【現時点の考え方】国産大豆は、主に豆腐、納豆、煮豆、味噌等の食品用に使用されているが、需要拡大を図るためには、用途に応じた品質の向上、均質化、大ロット化が強く求められている（滋賀県 2012より引用）。
需要に即した大豆を生産する為に、気象条件の変化にも適応しながら栽培技術の開発や他品種導入・品種開発が進められている。

【気候変動を考慮した考え方・準備・計画】多雨・高温・干ばつ等の対策として、排水対策の徹底を図るとともに、地下水位制御システムの普及を推進する。また、病害虫・雑草対策として、病害虫抵抗性品種・
育種素材や雑草防除技術等の開発・普及に取り組む。さらに、有機物の施用や病害虫発生リスクを軽減する輪作体系など気候変動の影響を受けにくい栽培体系の開発に取り組む。（以上農林水産省 2021より引用）

適応策の
進め方

大豆
分類

影響

方法

収量・品質を高める為には基本的な栽培技術の励行が重要である。ここでは気温の上
昇や降水量の変化への対策として、排水、潅水及び診断技術の概要を記載する。

［ 排水対策 ］
大豆は湿害を受けやすい作物で、特に発芽時は湿害に弱く、出芽不良や初期生育不良
がその後の生育に影響し、結果的に低収になる（栃木県米麦改良協会 2019）。従って、
排水良好な圃場を選定するとともに、隣接田や用水路からの横浸透による湿害を極力
少なくし、排水溝の整備（明渠・暗渠）を行う。地下水位制御システム（FOEAS）も
開発されている。

［ 開花期前後の畦間灌水 ］
開花期の土壌の過乾燥は花数を抑制し、開花期から粒肥大期にかけては着莢数を減少
させるなど、開花期以降の高温・干ばつは、大豆に多くの水ストレスを与えることか
ら「青立ち」の発生に関与する重要な要因である。このため、開花期以降に降水量が
少なく、土面の乾燥が進展している場合は、潅水を行い水ストレスを軽減させる。また、
播種前の排水対策（明渠・暗渠）を徹底し、良好な根系を発達させておくことも重要
である。（以上滋賀県 2012 より引用）

［ 診断ナビゲーションの活用 ］
減収になっている原因や収量が不安定な要因（多収阻害要因）をスマートフォンやパ
ソコンで簡単に診断できるサイトが農研機構により制作されており、自分のほ場につ
いての簡単な質問に答えると、リスクの高い多収阻害要因とその対策がわかりやすく
確認できる（農研機構 2020）。

［ 産地に適した品種の導入 ］
寒冷地においては、温度上昇環境下で早生品
種「ユキホマレ」よりも、中生品種「リュウ
ホウ」や「エンレイ」の方が莢数や子実数を
増やすことができる点で適応性があり、温暖
化に対応した品種選択の可能性が示されてい
る。一方暖地においては、「エンレイ」の収
量が温度上昇によって低下することが示され
ており、産地の生育環境に適した品種の導入
が重要である。

［ 品種開発 ］
病害虫に抵抗性を備えたピンポイント改良品
種 *・系統の育成や、冠水抵抗性、開花期耐湿性、
青立ち耐性、高温干ばつ耐性などを備えたピ
ンポイント品種・系統の育成等が進められて
いる（農林水産技術会議事務局 2016a）。

* 品種の収量や品質などの優良な点はそのままにして、

欠点のみを改良する新しい手法。栽培特性などはこ

れまで使っていた品種と同じで、品種を置き換える

だけで収量増などの効果が期待できる。

［ 病害虫の防除 ］
病害虫は収量や品質低下の原因となっており、病害防
除は発生が懸念される時、害虫防除はその発生初期に
実施することが基本となる。気温の上昇により、害虫
の多発化、特にカメムシ類による吸汁やハスモンヨト
ウによる食害が高温で多発生することにより、結莢不
良、被害粒の増加が危惧される。これらの対策として
は発生予察と適期防除、耐性品種の育成がなされてい
る。農研機構のホームページからダイズの病害虫診断
情報が提供されている。

（http://www.naro.affrc.go.jp/org/narc/daizu2020/inde
x.html)

［ 難防除雑草の防除 ］
近年、外来雑草（外国の畑で生き残ったものが輸入飼
料などに混入）を中心とした難防除雑草の大豆畑への
侵入が問題化している。早期発見・早期対策により少
ないうちに防除すると共に、その発生情報を共有し、
地域全体で防除する事が重要となる。帰化アサガオ類
では気温上昇で成長が早まり、防除できる期間が短く
なるとの研究成果もあり、注意が必要である。

管理方法の改善 他品種の導入・品種開発 防除

収量の減少、品質の低下 病害虫の増加・外来雑草の定着

大豆栽培の流れ* 排水対策 土づくり・播種・生育期 開花期 子実肥大期 落葉期 成熟・収穫期

排水対策：前年秋～当年春、畦間潅水：開花期～子実肥大期

* 地域によって異なる。

病害虫防除：夏、雑草防除：春～夏-

冬 春 夏 秋

http://www.env.go.jp/press/files/jp/115262.pdf、齊藤邦行（2010）「農業温暖化ネット 高温障害」https://www.ondanka-net.jp/index.php?category=measure&view=detail&article_id=127、佐賀県農業試験研究センター（2010）「農業温暖化ネット　大豆の青立ちを防ぐための技術対策」 
https://www.ondanka-net.jp/index.php?category=measure&view=detail&article_id=78 、滋賀県（2012）「売れる麦・大豆づくりに向けての指針」https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/hozen_type/h_sehi_kizyun/sig03.html、澁谷知子（2014）「気温上昇は大豆作での帰化アサガオ類による雑
草害を拡大させる」https://www.naro.affrc.go.jp/org/niaes/ccaff/conference2014/poster_pdf/11tekiougijutu-3_2.pdf、栃木県米麦改良協会（2019）「平成31年産大豆の栽培技術指針」http://www.tochigi-beibaku.or.jp/data/gijutsu/daizu-shishin31.pdf、中野聡史他（2018）「気候変動がダイズの
発育と収量性に与える影響の広域評価」https://www.naro.affrc.go.jp/org/niaes/ccaff/conference2018/pdf/028.pdf、農業・食品産業技術総合研究機構（2019）「大豆の品種 あらかると」http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/daizu_alacarte.pdf、農業・食品産業技術総合研
究機構（2020）「スマホで簡単！楽々診断ナビゲーション♪診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアル」https://www.jadea.org/houkokusho/daizu/documents/R1daizu_manual.pdf、農業・食品産業技術総合研究機構（2021）「大豆栽培における難防除雑草の防除」 
https://www.naro.go.jp/project/research_activities/soybeanzassoumanual_full_202103.pdf、農業・食品産業技術総合研究機構「地下水位制御システムFOEAS(フォアス)」 https://www.naro.go.jp/project/results/research_digest/digest_technology/digest_crops/054466.html（参照2021年6月
21日）、農業・食品産業技術総合研究機構「ようこそ！ダイズの病害虫診断のページへ！」https : / /www.naro .affrc .go . j  p/org/narc/da izu2020/ index  .h tml（参照2021年6月21日）、農林水産技術会議事務局（2016a）「気候変動に適応した大豆品種・系統の開発」 
https://agriknowledge.affrc .go. jp/RN/2039017850.pdf、農林水産技術会議事務局（2016b）「農業分野における温暖化緩和技術の開発」https://agriknowledge.affrc.go. jp/RN/2039017852.pdf、農林水産省（2021）「農林水産省気候変動適応計画」  
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/adapt/attach/pdf/top-7.pdf、農林水産省「大豆のホームページ」https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/daizu/ （参照2020年12月5日） 、北海道立総合研究機構（2014）「温暖化する地球 北海道の農林業は何ができるのか!?」 
https://www.hro.or.jp/pdf/ondanka_panf.pdf 
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